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 「日本人は何をめざしてきたのか」 

 「知の巨人たち」第５～８回を１月に放送 
 

 

 

放送：Ｅテレ （土）  午後 11:00～午前 0:30（90分） 
 来年の戦後７０年を前に、３年がかりで取り組む「戦後史証言プロジェクト」。戦後思想を  
リードした「知の巨人たち」の第５～８回を１月１０日から放送する。 
 敗戦から占領下の民主化、高度経済成長…時代の分岐点で、著名な知識人は何を考え、どのよ
うな未来を思い描いたのか。関係者を幅広くインタビューし、今につながる戦後日本の課題を考
えていく。 

 

第５回 吉本隆明  １月１０日（土） 放送 
戦後の言論界を走り続けてきた思想家・吉本隆明。膨大な仕事は、文学から政治、宗教、社会思想、

そしてサブカルチャーに至るまで幅広い。六〇年安保では学生達の先頭となり国会に突入、六八年の
大学紛争時には、代表作『共同幻想論』を発表、個としての思考の自立を説き、大学生たちの圧倒的
な支持を得た。高度消費社会を前向きにとらえ、大衆の行動に意味を見出した。同時に、常に常識を
疑い、権威と闘い、時には物議を醸す発言もした。社会学者・西部邁さん、上野千鶴子さん、橋爪大
三郎さん、作家・高橋源一郎さん、ミュージシャン遠藤ミチロウさんら、幅広い層からの証言で紡い
でいく。 

第６回 石牟礼道子 １月１７日（土） 放送 
作家・石牟礼道子、87歳。『苦海浄土』で水俣病を文明の病として描き、日本の近代を問うてきた。

その原点は、水俣の美しい自然と人々に囲まれた幼時の記憶だ。代用教員だった戦時中、兄を沖縄戦
で亡くし、終戦で 180度変わった教育を体験。「戦災孤児」を題材に、昭和 21 年最初の短編を書く。

その後、筑豊を拠点にした「サークル村」に参加し、詩人・谷
川雁や作家・上野英信、森崎和江らと交流。さらに「女性史学」
を提唱した高群逸枝に大きな影響を受けた石牟礼は、主婦とし
て、近代以前から続く市井の人々の暮らしを描き続けてきた。
「不知火海総合学術調査団」で行動をともにした歴史学者の色
川大吉さんや、「水俣病研究会」に参加した法学者・富樫貞雄さ
ん、漁師・緒方正人さん、そして息子の石牟礼道生さん、さま
ざまな関係者の証言と、膨大な創作資料から、石牟礼道子の知
の軌跡を描いていく。 

第７回 三島由紀夫 １月２４日（土） 放送 
戦後の日本を代表する文学者としてノーベル賞候補にもなった三島由紀夫。２０１５年に生誕９０

年・没後４５年を迎える。三島は、太平洋戦争と戦後復興を経験し、大学紛争に揺れる激動の時代を
生きながら、話題作・問題作を次々に発表した。そして昭和４５年、自衛隊の市ヶ谷駐屯地で割腹し
命を絶つ。 
三島は昭和という時代に何を見たのか。親しく交流したドナルド・キーンさんや美輪明宏さん、三

島が結成した“楯の会”会員や、三島と激論をかわした東大全共闘メンバーなど、様々な証言からそ
の思索に迫る。さらに、近年、研究が進む創作ノートからは、遺作『豊饒の海』の幻のラストシーン
の構想が明らかになった。三島は、遺作の結末をどのように書き変えたのか。文学者・三島由紀夫が
残したメッセージを戦後史の中で考える。 

第８回 手塚治虫 １月３１日（土） 放送 
クールジャパンの筆頭、漫画とアニメ。その扉を切り開いた手塚治虫。敗

戦直後 17 歳の若さで漫画家としてデビュー。得意としたのは長編のストー
リー漫画。手塚は、生命の尊さや科学技術への疑問など、深くて重いテーマ
を表現するジャンルにまで漫画を高めようとした。藤子不二雄や石ノ森章太
郎、赤塚不二夫ら後継者が輩出し、世界に類のない漫画文化が築かれていく。
昭和 38 年、わが国初のＴＶアニメ『鉄腕アトム』を制作。それが大ヒット
すると後を追ってアニメ番組が量産され、演出の手法も飛躍的に進歩した。
しかし、アニメ制作での赤字が膨らんで自分の会社を倒産させてしまう。「手
塚の漫画は古い。もう終わった」と言われた時期もあった。それでも創作へ
の情熱を失わず、独自の生命観や未来像を描き続けた。 
番組では、漫画家の松本零士さん、萩尾望都さん、かつて手塚担当の編集

者だったスタジオジブリ代表の鈴木敏夫さん、哲学者の梅原猛さん、手塚の
実弟の手塚浩さんらの証言で見つめていく。 

 


